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ミゾゴイは、基本的に日本の本州、九州、四国および周辺島嶼の温帯域でのみ繁殖する渡り鳥で、
非繁殖期にはフィリピンを中心とした東南アジアで越冬する。1960年代以降、個体数が激減しており、
越冬地の森林減少、繁殖地での捕食者の増加、都市近郊林における繁殖適地の減少などが原因と考
えられている。都市近郊林ではハシブトガラスやオオタカが、伊豆諸島では外来種のイタチが、捕
食者となっていると考えられる。

Gorsachius goisagi is a heron with brown plumage and a relatively short beak. This heron breeds only in 
temperate Japan except for a few cases, and winters in Southeast Asia, especially in the Philippines. It prefers to 
breed in lowland broad-leaved forests and mainly forages on soil animals such as earthworms, land snails, small 
insects and freshwater crabs. This species has decreased in number since the 1960s, which suffers from habitat 
loss in wintering and breeding areas and increase of predators such as crows and non-indigenous weasels. 

カテゴリー判定基準：A-2コウノトリ目　サギ科

　　

ミゾゴイ
Gorsachius goisagi (Temminck, 1835)
英　名：Japanese night heron

旧レッドリストカテゴリー
1991 1998 2007
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基礎情報

■形態　全長約50cm、翼長約25～30cm、尾長
約9～12cm。体の上面は赤褐色で、腹側はクリー
ム色に黒色の縦斑が入る。若鳥では、体の上面
が暗褐色で、全体に黒い小班が入る。他のサギ
類に比べて、嘴が短い。近縁のズグロミゾゴイ
では、成鳥では頭部に黒い冠羽があり、また初
列風切羽と小翼羽、大雨覆の先端に明瞭な白斑
があるが、ミゾゴイでは冠羽がなく、白斑部が
比較的小さく余り目立たない。

■分布域　本州、九州、四国、伊豆諸島など、
基本的に日本の温帯域でのみ繁殖するが、台湾
及び済州島でも各1例ずつ繁殖記録がある。沖
縄や台湾、中国南部、フィリピンなどで越冬す
る。サハリンやパラオ諸島からの記録もある。
北海道でも観察記録はあるが、繁殖は確認され
ていない。

■生息環境　標高1,000m以下の平地から低山
の広葉樹林および針広混交林で繁殖している。
営巣にはケヤキやコナラ、サクラなどの広葉樹

を利用することが多く、巣の下に広く空間が維
持されている場所を好む。過去には、営巣には
針葉樹を好むとされる文献もあったが、最近は
針葉樹での営巣例は少ない。開けた農耕地や民
家の庭で採食することもある。

■生活史　渡りが早い個体は3月後半から繁殖
地で観察されるようになるが、渡りの中継地と
考えられる場所では6月頃まで散発的に記録さ
れるため、個体により移動時期に差があると考
えられる。繁殖地に飛来した個体は、営巣地近
辺で数日から1週間ほど夜間に鳴き、造巣、産
卵を行い、順調なら約2ヶ月程度で雛が巣立つ。
巣は地上高5〜15mほどの枝に作り、3〜5卵を
産む。9月から11月頃に越冬地に移動する。夜
行性と記述されることもあるが、繁殖地での採
食や給餌は基本的に日中に行う。ミミズやサワ
ガニ、陸産貝類、地上性昆虫などを主な食物と
している。

現在の生息状況

■分布域の現況　分布域の各地で繁殖している
が、その密度は以前に比べて低下している。山
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梨県の久那土や伊豆諸島では、1970年以前には
多数の繁殖記録があったが、最近はほとんど記
録されなくなっている。

■生息地の現況　ミゾゴイは広葉樹林を好み、
人工植林地はあまり営巣に利用しない。国内で
は、過去50年ほどの間に、人工植林地面積が増
加し、広葉樹林面積は減少傾向にあることから、
ミゾゴイの潜在的な繁殖地が減少していると考
えられる。

■個体数の現況　ミゾゴイの個体数は不明だ
が、日本各地で観察記録が少なくなっているこ
とから、全国的に個体数が減少していると考え
られる。保護収容個体数が1960年代以後に継続
的に減少していることからも、過去50年ほどの
間に激減していると考えられている。現在は、
急激な減少傾向は落ち着いてきていると考えら
れるが、まだ減少に歯止めがかかったわけでは
ない。個体数1,000羽以下とされることがある
が、これは定量的な調査に基づくものではない。
野外での観察状況を考えるとこれは過小評価に
なっていると考えられる。

存続を脅かす要因

　ミゾゴイが減少した時期は、他の夏鳥が減少
した時期と重なっており、越冬地における森林
面積の減少が個体数減少の主要因の可能性があ
る（11）。ミゾゴイの主な越冬地であるフィリ
ピンの森林率も、1950年頃には約50％程度だっ
たが、1990年頃には約20％になっている。ミゾ
ゴイが営巣に利用する低山は、開発の影響を受
けやすいため、営巣地の減少も問題となってい
る（11）。都市近郊では、ハシブトガラスやオ
オタカの捕食により、繁殖成功の低下や死亡率
の上昇が生じている可能性がある（52-4）。三

宅島などでは、ネズミ害防除のために移入され
たイタチによる捕食が、減少要因の一つと考え
られる（52-3）。

保護対策の現状

　大規模開発事業用地においてミゾゴイの営巣
が見つかった場合には、その生息に配慮した保
全対策が行われるようになってきている。横浜
市の動物園では、飼育下繁殖技術の確立を目指
してミゾゴイの傷病個体の飼育を行っている。

特記事項

　基本的に日本国内でのみ繁殖する種であり、
その生息状況は世界的に注目されている。なお、
日本鳥類目録改訂第7版（日本鳥学会 2012）に
おいて本種の分類はペリカン目に変更されてい
るが、本書では先に公表された第4次レッドリ
ストとの対応を図るため第6版に準拠した。
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